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令和６年度 アウトリーチ活動支援概要 

学術研究・産学官連携推進本部 企画・プロジェクト推進部門 情報発信ユニット 

 

1．あいちサイエンスフェスティバル サイエンストーク ＊オンラインまたは対面実施 

目的 名古屋大学の研究活動や、科学と社会の関係等について市民に話題提供し、研

究への理解や関心、フィードバックを得る。 

講師(想定) 自身の研究活動を市民に伝え、意見を得たり、対話をしたい研究者 

対象 一般市民 

対面の場合：30 名程度、オンラインの場合：100 名程度 

開催時期 9 月下旬～11 月下旬 ＊あいちサイエンスフェスティバル 2024 期間 

開催時間帯 平日の夜（19:00～、1 時間～1 時間半程度）か、週末日中。 

形式 ・ 対面の場合：まち中の会場、名古屋大学内など。 

・ オンラインの場合：Zoom ウェビナー 

研究活動の紹介や話題提供と、質疑応答をおこなう。URA やサポート市民が

進行。録画を後日 YouTube に公開予定。 

参考URL あいちサイエンスフェスティバル 2023 

https://aichi-science.jp/about/index.html?id=29 

＜昨年度のポスターと対面実施例＞ 

https://aichi-science.jp/about/index.html?id=29
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2．名大カフェ  

目的 名古屋大学の研究活動や、科学と社会の関係等について市民に話題提供し、研

究への理解や関心、フィードバックを得る。 

 

2－１．名大カフェ：オンライン Ver. （主催：松坂屋名古屋店） 

講師(想定) アウトリーチを経験してみたい若手研究者 

対象 一般市民 100～200 名程度 

開催時期 偶数月（年６回） 

開催時間帯 平日の夜（原則として 19:00～20:15） 

形式 Zoom ウェビナー 

研究活動の紹介や話題提供と、チャットとQ＆Aを使った質疑応答をおこなう。URA

がトーク準備を支援、当日の進行を担当。原則として、録画を後日 YouTube に公

開。 

参考URL 名大カフェ｜名古屋大学 学術研究・産学官連携推進本部 

https://www.aip.nagoya-u.ac.jp/research-information/mcafe 

Common-S.サカエ大学 YouTube（運営：松坂屋名古屋店） 

https://www.youtube.com/channel/UCX_0fe9tlisVBtbrq_4Cwlw 

＜チラシと開催例＞ 

 

 

 

 

 

  

https://www.aip.nagoya-u.ac.jp/research-information/mcafe
https://www.youtube.com/channel/UCX_0fe9tlisVBtbrq_4Cwlw
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２－２．名大カフェ：対面Ver.   

講師(想定) 研究にまつわる話題をカジュアルな雰囲気の中で話したい研究者 

対象 一般市民、30 名程度 

開催時期 奇数月（年６回） 

開催時間帯 平日の夜（原則として 18:00～19:30） 

形式 原則として名古屋大学内 

MC（URA, 学内サイエンスコミュニケーター等）によるインタビュー形式で研究にま

つわる話題を提供。市民との質疑応答や対話を重視する。 

参考URL 名大カフェ｜名古屋大学 学術研究・産学官連携推進本部 

https://www.aip.nagoya-u.ac.jp/research-information/mcafe 

＜チラシと開催例＞ 

 

 

 

https://www.aip.nagoya-u.ac.jp/research-information/mcafe
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３．名古屋大学オープンレクチャー ＊対面実施 

目的 本学の最先端研究を担う研究者が、自身の研究活動を主に高校生に紹介する

ことを通じて、研究大学としての本学の強みをアピールし、進学を動機づける。 

講師(想定) 主に外部研究資金や、研究大学強化促進事業の支援を受けている研究者 

対象 高校生中心  

開催時期 2025 年 3 月 20 日（木・祝） ＊予定 

開催時間帯 休日の日中 ＊予定 

形式 参加者全員を対象にした本学全体紹介の後、各教室に分かれて講義と質疑応答

をおこなう。研究室見学や実験体験等も推奨。後日録画を YouTube 公開予定。 

 ＊形式を変更する場合があります。 

参加者数 1 講義につき 30～50 名程度。全講義で 200 名程度 

＊形式を変更する場合があります。 

会場 名古屋大学東山キャンパス 

参考URL 名古屋大学オープンレクチャー｜名古屋大学 学術研究・産学官連携推進本部 

https://www.aip.nagoya-u.ac.jp/research-information/openlecture 

※または、「名大、オープンレクチャー」で検索 

 

＜昨年度のポスターと実施例＞ 

 

 

                                       

  

https://www.aip.nagoya-u.ac.jp/research-information/openlecture
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４．高校生向け産学連携ワークショップ（名称未定）＊対面実施 

目的 産学共同研究を行う研究者（と企業）が、共同研究の目的や成果を高校生に

紹介することを通じて、研究活動を身近に感じ、産学連携への関心を高める。 

対象 高校生 

開催時期 2024 年８月８または９日（オープンキャンパス期間） ＊予定 

開催時間帯 日中 ＊予定 

形式 ワークを通じて新たなアイディアを創出する等、参加者主体の企画とする。 

参加者数 30 名程度 

会場 Tokai Open Innovation Complex（TOIC）名古屋サイト（名古屋大学東

山キャンパス内） 

 

＜会場イメージ＞ 
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５．名大研究フロントライン  ＊オンライン発信 

目的 研究成果を、動画、ポッドキャスト、記事、SNS で発信。技術シーズ紹介、日々

の研究活動紹介、最新研究のプレスリリースに合わせた発信、などに対応可能。 

出演者(想定) ・動画：自身の研究活動を、動画に出演して紹介したい研究者 

・Podcast＆記事：最新研究成果のプレスリリースを予定している研究者、等 

対象 一般市民、企業関係者など 

作成時期 随時 

形式 ・ 動画：数分間の研究紹介動画の制作支援、YouTube 掲載。支援内容につ

いては個別対応、応相談。 

・ ポッドキャスト・記事：URAが取材し、コンテンツを作成・発信。成果プレスリリー

スが主な対象。その他トピックスへの対応は応相談。 

▪ SNS：上記コンテンツの周知、研究者個人や研究室アカウントとの連携、リポス

ト（2024 年 5 月現在 X のみ、Instagram 開始予定）。 

▪ 持ち込みコンテンツの掲載：既存の動画、ポッドキャスト、記事コンテンツを、本

プラットフォームに掲載、SNS 周知。 

参考URL 名大研究フロントライン 

動画（YouTube）：

https://www.youtube.com/channel/UCkII3Gecp5H3gx1R2_h6YjA 

ポッドキャスト（Spotify）：

https://open.spotify.com/show/5Qw5sW2RvCB6caMgwRE15c 

記事（note）：https://note.com/nagoya_ura/m/m1e09136b6f58 

＜動画例＞                   ＜Note（マガジントップページ）＞ 

  

https://www.youtube.com/channel/UCkII3Gecp5H3gx1R2_h6YjA
https://open.spotify.com/show/5Qw5sW2RvCB6caMgwRE15c
https://note.com/nagoya_ura/m/m1e09136b6f58
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６．学外機関への講師派遣 

上記以外に、あいちサイエンス・コミュニケーション・ネットワーク連携機関の科学館、博物館、図書館など

からの希望に応じて、時期を問わず、本学教員の講師派遣仲介をおこなっています。派遣先により、オン

ライン実施と対面実施があり得ます。 

 

7．広報協力 

あいちサイエンス・コミュニケーション・ネットワーク Web を使って、研究室や部局、学会等で開催する市民

向けイベントの告知ができます。参加申込者の募集・管理機能も付いています。登録いただいたイベント

は、SNS やメルマガでも広報します。 

 ・あいちサイエンス・コミュニケーション・ネットワーク Web 

https://aichi-science.jp/index.html 

  

 

＊上記以外の形式等でのアウトリーチ支援についても対応可能な場合があります。まずご相談いただけま

したら、対応可否について検討させていただきます。 

 

＊希望多数の場合など、支援希望に沿えない場合がございます。あらかじめご了承いただけますよう、お

願いいたします。 

 

以上。 

https://aichi-science.jp/index.html

